
⚫ メンタル不調者とそうでない従業員のデータを用いて、AIモデルを構築しメンタル不調リスクスコアを算出

⚫ 可視化することで、不調発生の2-3か月前に検知できる状態を作る

COOPROサービスの流れ 不調発生前に
事前策の検討

⚫ 1on1でサポート

⚫ タスクの見直しでフォロー

⚫ 異動・配置転換

⚫ カウンセラーなどに連携

AIモデル構築・分析 アウトプットデータ

メンタル
不調要因

こころの健康度
スコア

インプットデータ

人事評価

勤怠データ

メンタル不調
の有無

不調検知の仕組み

従業員向けメンタル不調検知ツール 「ココプロ」

AIを用いて従業員のコンディションを可視化し、パフォーマンス低下の

リスクを早期に検知し、事前アプローチを出来る状態にすること

社員の離職・休職をAIによって早期発見・予防

1 勤怠データチェックの

工数削減

既存のアンケートや

サーベイでは捉えられない

予兆を検知
2 主観性を排除した

妥当性の高い結果3

COCOPRO（ココプロ）の強み

人事部

⚫ 毎月全従業員の勤怠データ

を集計し、チェックすること

は重要だけど膨大な工数

がかかる…

⚫ 集計は大変で、結局誰を注

視すればよいのかも分かり

にくい…

⚫ ストレスチェックやパルス

サーベイなどはその時点で

の従業員のコンディション

しかわからない…

⚫ 回答時にはすでに重症化し

ていたり、調子の落ち始め

が分からなくて予防ができ

ない…

⚫ ストレスチェックやパルス

サーベイなどは自記式なの

で、正確に答えてくれてい

る保障がない…

⚫ 低くつける人はいつも低

くつけていて意味を感じ

ない…

⚫ COCOPROはオリジナル

ツールで従業員の不調リス

クを簡単にスコア化し、本

当に注視すべき従業員を

優先的にチェックすること

が可能です

⚫ COCOPROは毎月の勤怠

データから、数か月先の不

調リスクを算出できるので

予防的な対応が可能です

⚫ 既存のサーベイとの併用に

より、より正確に従業員の

状態を把握できます

⚫ COCOPROは回答者が恣

意的に数値を変動させるこ

とができないため、相対的

に実態に近いコンディショ

ンを把握することが可能で

す



費目 詳細 料金

スタンダード

基本料金
月額の固定費用です。基本利用期間は1年となっております

※利用人数に応じ増減が生じます
¥500,000/月

COCOPRO

活用マニュアル

貴社の分析結果を反映したオリジナルマニュアルを作成い

たします
¥0

オプション

追加モデル構築料
トライアルによるモデル構築以降に、モデルの更新や別変数

のモデル（離職予測モデル等）の構築をご要望される場合に

発生します
¥500,000/回

不調要因分析レポート
人事データ含む分析を行った場合に出力可能です。費用は

対象部署数と対象人数によって変動します
ー

COCOPRO活用研修
結果の解釈と実施すべき施策についての研修(2時間)を実

施します
¥150,000/回

人事領域アドバイザリー
チケット制：5回分（1回60分想定）人事関連の相談・壁打ち

対応を行います
¥500,000

メンタリングプログラム

従業員もしくは現場管理職のメンタリングを当社研究員が

実施します

期間内受け放題で結果等については半年に1度守秘義務の

範囲内でレポーティングを行います

¥300,000/年

⚫ COCOPROの基本的な利用はスタンダードのみで完結します

⚫ 休職者抑制に向けてより充実した施策が必要な場合は、オプションサービスをご利用いただけます

料金表

FAQ

人材・キャリア事業本部 COCOPROチーム 担当：恩田

メール：go_onda@mri.co.jp
お問い合わせ

すでにストレスチェック

やパルスサーベイと結

果が乖離することはな

いのか

本当に勤怠データだけ

で、不調を検知できる

のか

休職などの機微情報を

渡すのが社内規約的に

厳しいがどうすればよ

いか

⚫ 可能です。COCOPROが見ているのは、厳密には労働時間の長さというより

は、身体化（不調が体に影響を及ぼすこと）の兆候になります

⚫ 具体的には抑うつ傾向のある人は朝いつもの時間に起きれなくなったり、集

中力が下がって残業時間が増えたりといった事象が発生します。それによって

いわゆる“勤怠の乱れ”が発生します

⚫ この乱れをAIによってモデル化することで不調を妥当性高く検知できる仕組

みになっています

⚫ 休職情報なしでもモデル構築は可能です。また、規約によっては勤怠データだ

けであれば追加で従業員同意を取る必要がないケースもございます

⚫ この場合、休暇取得数等を活用し「休職に近い状態になっている従業員」を貴

社とのディスカッションの中で定義してモデル構築を行うこととなります

Q A

Q A

⚫ ありえます。理由としては２つ考えられ、１つはストレスチェックなどのアンケー

ト式サーベイが回答者の主観によって実態と乖離するため、客観的データで不

調を検知するCOCOPROとは反対の結果を示すこともあります

⚫ また、アンケート式サーベイは対象者の現在の状態をチェックすることができ

る一方でCOCOPROは対象者数か月先の不調を予測するため、結果が乖離

することもあり得ます

⚫ サーベイのデータを合わせてモデル構築をすることで、サーベイの結果解釈に

有用な示唆が得られる可能性もございます

Q A
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